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(木曜日) 

裏面もご覧ください 

木村 ますみ さん 作 

 

 
 

 

16
日
（
金
）
高
齢
者
サ
ロ
ン 

17
日
（
土
）
内
科
医
に
よ
る
健
康
講
話 

 
 
 
 
 

「
食
中
毒
に
つ
い
て
」 

20
日
（
火
）
市
民
講
座
「
つ
ま
み
細
工
」 

21
日
（
水
）
特
殊
詐
欺
被
害
ゼ
ロ 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
動
画
撮
影 

23
日
（
金
）
健
康
料
理 

 
 
 
 
 

絵
手
紙
教
室 

 

 
 
 
 
 

パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

25
日
（
日
）
東
創
杯 

 
 
 
 
 
 

親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会 

5
日
（
水
）
集
団
検
診 

7
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

8
日
（
土
）
市
民
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

 
 
 
 

10
日
（
月
）
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ムⅰ

ｎ
東
谷 

 
 
 
 
 

「
渡
邊
晃
司
氏
講
話
」 

14
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

 
 

 

6
月 

 

５
月
19
日
、
東
谷
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
総
会
を
４
年
ぶ

り
に
通
常
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
も
五
類
に
な
り

段
々
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
が
戻
っ

て
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

ま
ち
づ

く
り
協
議
会
も
今
年
度
か
ら
は

本
格
始
動
で
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

を
行
う
予
定
で
す
。
東
谷 

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
勿
論
で
す
が
今

年
は
小
倉
南
区
総
合
防
災
訓
練

を
東
谷
で
実
施
し
ま
す
。  

 

こ
の
防
災
訓
練
は
「
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

し
、
地
域
防
災
力
を
高
め
地
域

住
民
が
一
体
と
な
り 

自
主
防
災

体
制
の
確
立
及
び
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
」
目
的
で
毎
年

26
校(

地)

区
の
中
か
ら
代
表

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 
こ
こ
東
谷
に
は
、
小
倉
東
断

層
が
東
谷
川
に
沿
っ
て
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
年
の
テ
ー
マ

は
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
で

す
。
日
程
は
、
令
和
５
年
11
月

26
日(

日)

午
前
中
、
場
所
は
東

谷
興
農
会
で
行
う
予
定
で
す
。

内
容
は
こ
れ
か
ら
小
倉
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
防
災
担
当

や 

小
倉
南
消
防
署
と
協
議
し
て

決
め
て
い
き
ま
す
が
、
当
日
は

皆
様
の
ご
協
力
・
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 

  

今
年
は
例
年
よ
り
も
早
く
５

月
29
日
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。

豪
雨
に
よ
る
浸
水
、
そ
れ
に
伴

う
土
砂
災
害
、
ま
た
今
後
、
台

風
が 

予
想
さ
れ
ま
す
。
台
風
関

係
は
予
報
で
事
前
に
準
備
す
る

時
間
が
あ
り
ま
す
。
早
め
の
避

難
・
声
掛
け
で  

人 

的   

被 

害
は     

 

ほ
ぼ
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
高
齢

者
等
避
難
、
レ
ベ
ル
４
で
避
難

指
示
、
レ
ベ
ル
５
で
は 

緊
急
安

全
確
保
（
命
を
守
る
行
動
を
と

る
。
例
え
ば
２
階
に
上
が
り
、

山
際
か
ら
少
し
で
も
遠
い
部
屋

に
行
く
な
ど
）
東
谷
地
区
防
災

会
は
、
災
害
時
の
要
支
援
者
対

策
を
町
内
会
長
・
民
生
児
童
委

員
の
ご
協
力
で
行
っ
て
い
ま

す
。  

 

近
年
、
町
内
会
の
脱
会
（
や

む
を
得
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

 

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
度
、
木

下
町
内
会
の
自
治
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
古
田
で
す
。
横

山
地
区
で
は
、
役
員
決
め
の
会

議
が
暮
れ
の
十
二
月
に
あ
り
、

そ
の
場
で
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

 

年
度
末
ま
で
は
随
分
と
期
間

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
間

に
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ

と
を
数
件
ま
と
め
、
追
加
行
事

案
と
し
て
総
会
の
席
で
説
明
を

し
、
町
内
の
承
認
を
頂
き
ま
し

た
。 

 

そ
の
第
一
に
避
難
訓
練
。
大

雨
が
降
り
『
警
戒
レ
ベ
ル
３
』

が
発
令
さ
れ
た
時
、
何
処
に
避

難
を
す
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
回
答
し

た
人
を
対
象
に
六
月
三
日
に
避

難
訓
練
を
い
た
し
ま
す
。
避
難

先
で
の
ル
ー
ル
、
質
問
な
ど
を

市
民
セ
ン
タ
ー
館
長
の
馬
場
さ

ん
に
説
明
し
て
頂
き
安
心
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。
避
難
訓

練
実
施
の
連
絡
会
議
の
折
、
町

木下町内会 
会 長 

古田 敦久 

7
月 絵

手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

6
月
23
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

 

初
め
ま
し
て
。 

 

こ
の
四
月
か
ら
、
呼
野
町
内

会
長
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
高
島
と
申
し
ま
す
。 

 

東
谷
地
区
の
事
は
殆
ど
わ

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
勉

強
し
な
が
ら
町
内
会
長
職
を

粛
々
と
遂
行
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。  

内
会
未
加
入
の
方
に
も
声
掛
け

を
し
、
一
緒
に
訓
練
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
は
と
の
方
向
に
な

り
、
今
、
十
五
人
の
組
長
さ
ん

に
町
内
会
未
加
入
の
方
の
名
簿

作
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

第
二
に
各
家
庭
に
防
災
布
を

一
枚
ず
つ
配
布
し
、
台
所
に
常

備
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
風
呂

敷
位
の
大
き
さ
で
ガ
ラ
ス
繊
維

で
で
き
て
い
ま
す
。
耐
火
性
で

フ
ラ
イ
パ
ン
等
の
油
火
災
の
初

期
消
火
に
優
れ
て
い
ま
す
。
一

枚
当
た
り
千
数
百
円
で
予
算
は

会
計
か
ら
で
は
な
く
古
紙
回
収

の
売
り
上
げ
で
捻
出
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

まちづくり協議会 
 会 長 

内尾 正憲 

6
月
の
絵
手
紙 

呼野町内会 
会 長 

高島 裕之 

 

第
三
に
小
倉
南
消
防
署
よ
り

講
師
を
招
き
、
人
口
呼
吸
法
及

び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
指
導

し
て
も
ら
う
。 

 

第
四
に
体
育
委
員
会
と
協
議

を
し
て
新
し
い
種
目
を
追
加
。

広
さ
を
縮
小
し
、
ル
ー
ル
を
簡

素
化
し
て
大
人
と
子
ど
も
が
一

緒
に
プ
レ
ー
で
き
る
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
的
な
も
の
、
又
は
女
性
子

ど
も
等
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

も
の
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
挙
げ
た
事
柄
が
二
年
の
任

期
中
に
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

い
ま
す
が
）
や
未
加
入
者
が
増

え
て
い
ま
す
。  

 

万
が
一
、
災
害
が
発
生
し
一

刻
の
猶
予
も
な
い
と
き
に
は
行

政
や
消
防
等
（
公
助
）
は
間
に

合
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

頼
り
に
な
る
の
は
隣
近
所
の

方
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
（
自
助
）
は
勿
論

で
す
が
互
い
に
助
け
合
う
（
共

助
）
が 

で
き
る
の
は
町
内
で

す
。
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
み
ん

な
で
気
配
り
助
け
合
い
」
で
い

き
ま
し
ょ
う
。  

 

町
内
会
で
は
、
防
犯
灯
や
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ゴ
ミ
集
積

場
）
の
維
持
管
理
、
道
路
の
清

掃
や
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
遊
ん

で
い
る 

公
園
の
草
取
り
、
花
植

え
、
清
掃
を
行
い
安
全
に
使
用

で
き
る
環
境
の
整
備
、
安
全
安

心
の
た
め
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
、
伝
統
行
事
の
継
承
、
親
睦

の
為
、
各
種
行
事
等
を
行
い
、

ま
た
区
民
の
要
望
等
を
行
政
や

関
係
機
関
に
連
絡
し
、
少
し
で

も
安
全
で 

暮
ら
し
や
す
い
町
内

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢

に
な
れ
ば
尚
更
、
若
い
方
は
子

ど
も
た
ち
の
為
に
も
、
脱
会
を

考
え
て
い
る
方
は 

留
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
未
加
入
者
の
方
に
は

加
入
を
薦
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。  

  

み
ん
な
の
力
で
安
全
安
心
、

楽
し
い
東
谷
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。  

６月２５日 （日） 

  東創杯 
親睦ソフトバレー大会 
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市
丸
校
区
、
小
森
に
在
住
し

て
い
る
節
原
み
ど
り
で
す
。 

 

結
婚
を
機
に
東
谷
に
住
み
は

じ
め
、
早
く
も
三
十
年
近
く
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
す
っ
か
り

生
ま
れ
も
育
ち
も
地
元
住
民
の

よ
う
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

教
職
免
許
を
持
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
市
丸
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
の
指
導
員
を
八
年
ほ
ど
勤

め
た
後
、
縁
あ
っ
て
民
生
委
員

児
童
委
員
の
市
丸
校
区
の
「
主

任
児
童
委
員
」
を
拝
命
し
、
昨

年
十
一
月
任
期
満
了
を
も
ち
ま

し
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

民
生
委
員
の
仕
事
に
も
徐
々

6/2 ふれあい昼食会 

に
慣
れ
、
三
年
ず
つ
の
任
期
を

三
期
、
気
づ
け
ば
十
年
が
過
ぎ

て
い
ま
し
た
。 

 

新
道
寺
校
区
の
奥
津
さ
ん
・

市
丸
校
区
の
私
で
東
谷
地
区
の

お
子
さ
ん
の
色
々
な
案
件
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
は
じ
め
、

小
・
中
学
校
と
連
携
を
取
り
、

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
く
役
目
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
地
区
な
ら
で
は
の
成

人
祭
や
敬
老
会
の
お
手
伝
い
な

ど
は
仕
事
と
は
い
え
楽
し
か
っ

た
思
い
出
で
す
。 

 

自
分
の
仕
事
も
あ
る
の
で
、

な
か
な
か
う
ま
く
時
間
が
使
え

ず
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
は
二
人
で
協
力
し
て

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

最
後
の
三
年
間
は
、
小
倉
南

区
の
主
任
児
童
委
員
会
副
部
会

長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
へ
も
伺
え
ず

活
動
も
出
来
ず
、
何
か
良
い
方

  

 私は、東谷地区まちづくり協議会の健康づ

くり部会の相談役とゆう役職で当部会の活動

に参加しております。決まった部会活動の担

当でないため、そのあたりのPRや活動報告も

出来ず、また当部会に参加いただいておられ

る医療関係者の先生方のような専門的知見も

ありません。従って、今回も私事の取り組み

を述べさせていただきます。 

 「アンチエイジング」とは、私は健康寿命 

 

 

を延ばす取り組みと捉えており、次の2点を主に継続実行し

ております。 

 先ず1点は“フレイル予防”として“毎日一万歩のウォー

キング”の目標を達成する・・これは昨年のこのコーナーで

披露させていただきましたが、スマホのアプリ「歩いて予防 

東海道五十三次」の助けを借りて続けており、昨年も今年も

達成できております。 

 2点目は“脳活”の意味合いで読書に励み、継続すること

です。毎月、月間雑誌2誌を定期購読し必ず読破しておりま

す。(両誌とも5 0 0ページ前後) 

 東谷は高齢化率は高いが、元気なお年寄りが多いと言われ

るよう皆様も色々な“アンチエイジング対策”を実施し頑張

りましよう。 

健康づくり部会 
相談役 

三木 昌義 

法
が
な
い
も
の
か
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
。
考
え
は
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
迫
る
定

年
で
（
主
任
児
童
委
員
は
還
暦

ま
で
）
こ
こ
を
潮
時
と
退
く
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。 

 

現
在
、
市
丸
校
区
は
市
民
セ

ン
タ
ー
に
お
ら
れ
る
高
住
美
智

代
さ
ん
に
引
き
継
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
奥
津
さ
ん
と
協
力

し
て
後
を
頼
み
ま
す
。 

 

今
後
の
私
は
私
ら
し
く
過
ご

し
て
行
け
た
ら
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。  

5/16 市民講座「SDGｓで壁飾り」 

5/26 パトロール 

前主任児童委員 
節原 みどり 

 

 東谷資料館では毎月１回各町内の史跡や文化財を見学しています。  
５月は木下町内を散策しました。今回は亀の甲を紹介します。亀の甲は
木下町内の組の一つで南隣の市丸町内と接し、西側の山裾の場所です。 
 亀の甲は組全体が１３００年代、室町時代前半に中世豪族小野田氏が
築いた詰め城、木下城の麓に作られた中世豪族屋敷の跡です。現在は居
館跡にわずかに残る石垣と小野田氏中興の祖小野田種尚公の墓所ぐらい
ですが組内の各所には当時の全貌をしのばせる遺構が各所に残っていま
す。これらは中世豪族屋敷に詳しい木島甚久氏が寄稿した三谷昔語りの
記事に掲載された復元予想図に残る遺構が現在でも見ることが出来ま
す。現在の亀の甲全体が一つの要塞館であったことが想像できます。 
  左図は、木島甚久氏が三谷昔語

りに寄稿した亀の甲小野田家復

元図です。復元図を見ると亀の甲

全体が要塞館であったことがよ

くわかります。 
 

次回は小森町内の予定です。 

東谷史跡散策の参加者を募集中

です。参加希望の方は以下にご

連絡ください。 

０９０－８６０４－４５４４  

（文責： 西田 順一 ） 

“瑞宝単光章” 受章 

5/20 谷っ子クラブ「アイロンビーズ」 

5/27 谷っ子クラブ「線香花火を作ろう」 

前民生・児童委員 
山下 一則 氏 

 山下一則氏（前小倉南区民生委員・児童委員協議
会会長）が、令和５年度春の叙勲で、瑞宝単光章を受

章されました。 

 47歳の頃に民生・児童委員に就任し、昨年11月の

退任まで、30年もの永きにわたり、地域の高齢者の

見守り活動にご尽力されました。東谷地区民生・児童

委員会長、小倉南区民生・児童委員協議会会長を歴

任しました。地域の方々に寄り添っていただき、ありが

とうございました。 

 5月12日、東京ロイヤルホテルでの厚生労働大臣叙

勲伝達式の後、皇居豊明殿で天皇陛下の拝謁に出席

されたそうです。 

5/13 市民センター草刈り 

雨天の中、 

  お疲れさまでした 

 特定健診 （集団検診）のお知らせ 
 ♦日時  ７月５日（水） 13：30～15：00 
 ♦場所  東谷市民センター講堂 
 ♦対象  40歳から74歳の国保加入の市民 
 ♦申込  集団検診予約センター  
       TEL 0570-783-077 または 093-953-6168  

 コロナウイルス感染症予防のため、インターネットまたは電話での
事前予約が必要です。  ※  ６月５日（月）午前９時～予約開始 

木下亀の甲、小野田氏中世豪族屋敷跡  

 市丸小学校の外壁補修工
事が始まりますので、工事
期間中は避難所として開設
いたしません。 
 

 期間：令和5年7月1日～ 
      令和6年2月29日 
 

★上記の期間は、区は東谷市民
センターを避難所として開設し
ますが、身の安全を確保できる
場所に避難して下さい。 

 おめでとうございます 


